
４月６日、南外西小学校入学式から。

ピカピカの新年度がスタート

特集「平成18年度予算」



　
平
成
18
年
度
当
初
予
算
の
一
般
会
計
は
４

４
３
億
８
９
５
０
万
円
で
、
昨
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
11
億
７
１
８
４
万
６
千
円
の

減（
２
・
６
％
減
）に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
健
事
業
な
ど
23
の
特

別
会
計
は
３
４
０
億
２
９
４
２
万
２
千
円
、

水
道
事
業
な
ど
の
２
つ
の
企
業
会
計
は
21
億

３
７
１
６
万
５
千
円
で
、
市
の
予
算
額
全
体

は
８
０
５
億
５
６
０
８
万
７
千
円
と
な
り
ま

す
。

　
市
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
一
方
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
減
少
な
ど
市
の

財
政
事
情
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
当
市
の
財
政
の
硬
直
度
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
高
く
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
歳
出
で
は
、
毎
年
度
あ
る
程
度
決
ま
っ

て
支
出
さ
れ
る
経
常
的
な
経
費
の
削
減
や
、

施
設
建
設
や
用
地
取
得
な
ど
の
普
通
建
設
事

業
費
の
見
直
し
、
職
員
人
件
費
で
は
管
理
職

手
当
の
20
％
削
減
や
時
間
外
手
当
の
50
％
抑

制
な
ど
を
実
施
し
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
今
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
要
望
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
、
真
に
必
要
な
事
業
費
を
ゼ
ロ
か
ら
積

み
上
げ
る
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
協
議
で
協
議
さ
れ
た
事
項
で

あ
っ
て
も
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
事
務

事
業
の
規
模
、
必
要
性
、
優
先
順
位
等
に
つ

い
て
市
と
し
て
統
一
し
た
考
え
方
の
も
と
に

予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

　
緊
縮
型
の
予
算
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
し
た
が
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
、
子
育
て
に
関
す
る
部
分
に
重
点

を
置
い
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
誕
生
か
ら
１
年
。
大
仙
市
建
設
の
基
礎
づ

く
り
の
た
め
、
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
農
林
業
振
興
、
商
工
業
・
雇
用
対

策
、
都
市
計
画
、
子
育
て
と
教
育
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
、
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
、
情
報

基
盤
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
重
要
課
題
の
解

決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
、

予
算
額
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実質的なスタート
 合併後初の編成となる平成18年度予算
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扶助費/ 主に福祉、医療にかかる給付金

公債費/ 市が支払う借金返済額

物件費/ 消耗品費、光熱水費、通信運搬費など

補助費等/補助金、報償金、保険料など

繰出金/ 国民健康保険事業などほかの会計に

支出するお金

その他/ 事業費などの消費的経費ほか

●歳出・性質別グラフ●
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■
医
療
給
付
扶
助
費（
拡
大
分
）

１
億
５
１
２
２
万
４
千
円

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
０
歳
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費
助
成
を
行
い
ま

す
。
乳
幼
児
、
小
児
の
心
身
の
健
康
保
持
と

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
市
の
医
療
費
助
成
は
、
県
の
制
度
に
上
乗

せ
し
た
形
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
、
８
月
か
ら
は
市
独
自
の
所
得

制
限
を
設
け
、
こ
れ
を
超
え
る
高
所
得
者
か

ら
は
医
療
費
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

■
す
こ
や
か
子
育
て
手
当
支
給
事
業
費

１
億
２
８
７
０
万
円

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
２
歳
未
満
児
ま

で
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、
月
額
１
万

円
を
支
給
し
ま
す
。
乳
幼
児
育
成
の
た
め
の

経
済
的
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
所
得
制
限
を
設
け
０
歳
児
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
、
所
得
制

限
を
設
け
ず
満
２
歳
未
満
児
ま
で
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
、
８
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
乳

幼
児
で
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
有
す
る
者

の
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

■
統
合
保
育
園
建
設
事
業

（
仮
称
）強
首
保
育
園
増
改
築
工
事

１
４
５
８
万
円

　
西
仙
北
地
域
の
強
首
、
大
沢
郷
、
寺
館
の

３
保
育
園
を
統
合
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
あ
わ
せ

て
西
仙
北
地
域
に
未
設
置
の
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
育
児
に
不
安
を

抱
え
る
保
護
者
の
相
談
や
、
情
報
交
換
の
場

を
創
出
し
て
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

■
温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

３
４
８
０
万
円

　
高
齢
者
を
対
象
に
市
内
公
共
温
泉
施
設
８

カ
所
で
使
用
で
き
る
入
浴
割
引
券
ま
た
は
無

料
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
健
康
衛
生
管
理
と
温
泉
入
浴
促

進
の
た
め
５
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
18
年
度
主
な
事
業保健センターで行われているパパママ教室。

出産や育児について一緒に学べます。
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■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

11
億
３
７
０
５
万
３
千
円

　
大
曲
と
南
外
地
域
13
小
中
学
校
を
対
象
に

１
日
４
０
０
０
食
の
供
給
能
力
を
有
す
る
施

設
を
建
築
し
ま
す
。

　
最
新
の
衛
生
管
理
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
安

心
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
食
文
化
や
食
の
教
育
の
拠
点
施
設
と
し

て
の
機
能
を
備
え
ま
す
。

■
統
合
小
学
校
建
築
事
業
費

（
協
和
統
合
小
学
校
新
築
工
事
）

６
億
４
１
７
８
万
６
千
円

　
協
和
地
域
の
６
小
学
校
を
統
合
し
、
教
育

あ

す

つ
く

は
ぐ
く

未
来
を
創
り
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

■
集
落
営
農
法
人
化
推
進
事
業

２
９
９
７
万
１
千
円

　
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た

め
、
小
規
模
農
家
や
兼
業
農
家
も
担
い
手
と

な
る
営
農
組
織
を
構
成
す
る
一
員
と
な
る
よ

う
、
集
落
を
基
礎
と
し
た
営
農
組
織
の
育
成

と
法
人
化
を
推
進
し
ま
す
。

■
す
ず
さ
や
か
生
産
拡
大
対
策
事
業

75
万
円

　
無
臭
大
豆
「
す
ず
さ
や
か
」
の
作
付
け
面

い

い

活
き
活
き
と
希
望
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
、
急
激
な
少
子
化
に
よ
り
協
和
地
域

の
３
小
学
校
５
学
級
が
複
式
学
級
に
な
っ
て

い
ま
す
。
複
式
学
級
を
解
消
し
、
集
団
の
中

で
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
学
校

教
育
の
重
要
課
題
と
と
ら
え
て
、
教
育
環
境

の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

■
池
田
氏
庭
園
整
備
事
業
費

７
９
４
９
万
１
千
円

　
仙
北
地
域
に
あ
る
国
指
定
名
勝
「
池
田
氏

庭
園
」
の
洋
館
修
復
、
主
庭
園
の
池
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　
同
庭
園
は
平
成
16
年
に
国
か
ら
名
勝
の
指

定
を
受
け
、
学
術
的
・
鑑
賞
的
価
値
の
保
存

伝
承
を
図
る
た
め
平
成
16
年
度
か
ら
庭
園
整

備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
国
民
体
育
大
会
準
備
委
員
会
負
担
金

６
４
１
２
万
９
千
円

　
来
年
度
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
開
催
に

向
け
、
当
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
に
関
す
る

開
催
準
備
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
国
体
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
開
催
に
あ
わ
せ
、

多
く
の
住
民
が
競
技
運
営
に
携
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
全
体
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

積
の
拡
大
と
加
工
品
の
新
商
品
開
発
を
図
り

ま
す
。

■
観
光
案
内
人
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
事
業
費

27
万
６
千
円

　
市
内
観
光
資
源
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
観
光

誘
客
を
図
る
た
め
に
観
光
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
観
光
案
内
人
制
度
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

メーンディッシュや
デザートと、いろんな
料理に使うことがで
きる「すずさやか」。
作付け面積拡大と加
工品の新商品開発を
図ります。
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■
ご
み
収
集
関
係
費

１
億
５
９
２
１
万
３
千
円

　
環
境
保
全
を
推
進
し
、
ご
み
収
集
体
制
の

統
一
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
車
の

火
災
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
内

全
世
帯
に
ガ
ス
抜
き
器
具
を
配
布
し
ま
す
。

■
総
合
公
園
事
業
費（
補
助
分
）

４
８
４
２
万
８
千
円

環
境
と
調
和
し
快
適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

■
大
曲
駅
前
第
二
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
費

27
億
３
３
１
５
万
８
千
円

　
大
曲
駅
西
側
の
地
区
は
、
市
の
中
心
市
街

地
で
あ
り
商
店
街
や
住
宅
地
域
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
を
区
画
整
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
商
店
街
の
形
成
や
宅
地
利
用
の
増
進
と

地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
費（

補
助
分
）

◇
大
曲
地
域

２
０
５
７
万
２
千
円

　
秋
田
新
幹
線
が
停
車
す
る
駅
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
、「
大
仙
市
の
顔
」
と
し
て
の
大
曲
駅

周
辺
地
区
を
整
備
し
ま
す
。

生
活
の
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

◇
神
岡
地
域

４
億
６
９
３
万
５
千
円

　
神
宮
寺
駅
と
嶽
雄
館
周
辺
に
地
域
交
流
拠

点
を
創
造
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
特
性
を

生
か
し
た
良
好
な
居
住
環
境
を
形
成
し
ま

す
。

◇
中
仙
地
域
・
旧
街
道
周
辺
地
区

１
億
９
３
３
５
万
円

　
旧
街
道
の
街
並
み
保
全
と
交
通
結
節
点
の

整
備
を
行
い
、
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

◇
協
和
地
域
・
羽
後
境
駅
周
辺

７
億
８
５
８
０
万
円

　
羽
後
境
駅
周
辺
の
交
通
機
能
の
充
実
と
、

自
然
環
境
を
活
用
し
た
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空

間
を
創
出
し
、
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進
し

ま
す
。

　
既
存
の
県
立
農
業
科
学
館
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
と
一
体
と
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
文

化
・
教
養
な
ど
の
複
合
施
設
と
し
て
の
公
園

整
備
を
図
り
ま
す
。

■
仙
北
ふ
れ
あ
い
公
園
事
業
費（
補
助
分
）

９
５
８
０
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化

的
交
流
な
ど
を
提
供
す
る
公
園
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

■
協
和
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
費

（
補
助
分
）

４
８
５
４
万
円

　
道
の
駅
「
協
和
」
と
一
体
と
な
っ
た
整
備

を
進
め
、
地
域
観
光
振
興
の
拠
点
を
目
指
し

ま
す
。

秋田新幹線が停車する駅として、「大仙市の顔」として整備が進めら
れる大曲駅周辺地区。
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■
地
域
振
興
事
業
費（
地
域
枠
）

４
５
０
０
万
円

　
地
域
が
抱
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対

し
、
各
地
域
協
議
会
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

総
合
支
所
ご
と
に
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
各
総
合
支
所
が
地
域
協
議
会
と
協
議
し
、

自
主
的
、
主
体
的
に
住
民
と
行
政
と
が
協
働

で
行
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
道
路
、
施

設
な
ど
の
修
繕
で
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
使

え
ま
す
。

◇
各
地
域
５
０
０
万
円

（
大
曲
地
域
は
１
０
０
０
万
円
）

計
画
推
進
に
あ
た
っ
て

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
と
も
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
施
設
管
理
費

２
１
０
万
円

　
旧
神
岡
町
で
整
備
さ
れ
た
議
会
中
継
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
各
庁
舎
の
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
装
置
に
映
像
を
配
信
し
ま
す
。

　
市
民
が
議
場
に
出
向
く
こ
と
な
く
議
場
傍

聴
が
で
き
、
合
併
に
よ
る
地
域
情
報
の
格
差

を
是
正
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
費

99
万
９
千
円

　
家
庭
や
地
域
、
職
場
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
啓
発
・
普
及
に
努
め
ま
す
。

　
川
柳
や
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
韓
大
綱
引
き
交
流
事
業

１
５
７
万
７
千
円

た
ん
じ
ん
ぐ
ん

き

じ

し

　
平
成
16
年
か
ら
韓
国
の
唐
津
郡
機
池
市
と

刈
和
野
綱
引
き
保
存
会
が
綱
引
き
を
と
お
し

て
交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
共
通
の
行
事
を
持
つ
地
域
が
国
際
交
流
を

通
じ
て
、
相
互
理
解
や
交
流
人
口
の
拡
大
、

友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。

■
自
治
会
活
動
等
支
援
事
業
費
補
助
金

３
３
５
６
万
９
千
円

　
自
治
会
活
動
や
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

活
動
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

■
大
仙
市
誕
生
記
念
事
業
費

２
９
１
万
６
千
円

　
市
の
「
花
、
木
、
鳥
、
市
民
歌
」
を
制
定

し
、
住
民
の
一
体
感
を
醸
成
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
制
定
に
あ
わ
せ
誕
生
１
周
年
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

男女共同参画の意識は各家庭や職場から。男女共同参
画講演会の様子。

大仙市誕生から１年が経過しました。
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部・課長級職員のみ掲載

﹇
部
長
級
﹈

▼
総
務
部
長
・
老
松
博
行

﹇
課
長
級
﹈

▼
総
務
課
参
事
兼
課
長
・
元
吉
峯
夫
▼
人
事

課
参
事
兼
課
長
・
今
野
幸
宏
▼
財
政
課
参
事

兼
課
長
・
佐
藤
芳
彦
▼
契
約
検
査
課
参
事
兼

課
長
・
高
野
永
夫
▼
同
課
参
事
・
久
保
江
信

晴
▼
税
務
課
参
事
兼
課
長
・
三
浦
薫
▼
同
課

参
事（
収
納
担
当
）・
佐
々
木
達
夫
▼
同
課
参

事（
資
産
税
担
当
）・
鈴
木
成
人
▼
税
務
課
参

事（
市
民
税
担
当
）・
菅
原
正
悦
▼
会
計
課
参

事
兼
課
長
・
小
林
幸
悦
▼
管
財
課
参
事
兼
課

長
・
佐
藤
久
徳

参
事
兼
所
長
・
佐
渡
良
文
▼
児
童
家
庭
課
参

事
兼
課
長
・
岡
晴
隆
▼
同
課
参
事（
大
曲
保

育
会
へ
派
遣
）・
中
野
幸
雄
▼
中
仙
東
保
育

園
参
事
兼
園
長
・
藤
澤
サ
ツ
子
▼
法
人
化
推

進
チ
ー
ム
参
事
・
伊
藤
芳
広
▼
法
人
化
推
進

チ
ー
ム
参
事
・
小
野
地
淳
司
▼
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
参
事
兼
所
長
・
冨
岡
美
津
子
▼
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
参
事
・
三
浦
昇

﹇
部
長
級
﹈

▼
農
林
商
工
部
長
・
金
正
行

﹇
課
長
級
﹈

▼
農
林
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
藤
原
薫
▼
農

林
振
興
課
参
事
・
高
橋
弘
▼
商
工
観
光
課
参

事
兼
課
長
・
平
寛
二

【
建
設
部
】

﹇
部
長
級
﹈

▼
建
設
部
長
・
柴
田
勝
三
▼
主
席
参
事
兼
土

地
区
画
整
理
事
務
所
長
・
今
野
幸
悦

﹇
課
長
級
﹈

▼
都
市
計
画
課
参
事
兼
課
長
・
竹
谷
正
一
▼

同
課
参
事（
道
路
河
川
課
参
事
兼
務
）・
杉
尾

忠
夫
▼
同
課
参
事
（
土
地
開
発
公
社
へ
派

遣
）・
熊
澤
常
司
▼
同
課
参
事（
土
地
区
画
整

理
事
務
所
参
事
兼
務
）・
大
友
直
志
▼
道
路

河
川
課
参
事
兼
課
長
・
高
橋
晴
美
▼
同
課
参

事
・
山
本
恭
徳
▼
下
水
道
課
参
事
兼
課
長
・

中
野
谷
隆
史
▼
同
課
参
事
・
邑
山
潤
一
▼
同

課
参
事
・
福
田
繁
▼
土
地
区
画
整
理
事
務
所

参
事
・
齊
藤
茂
▼
同
事
務
所
参
事
・
船
木
五

大
仙
市

人
事
配
置DAISEN city ,

Staff
Reassignment.

平
成
18
年
度

﹇
部
長
級
﹈

▼
企
画
部
長
・
佐
々
木
正
広

﹇
課
長
級
﹈

▼
秘
書
広
報
課
参
事
兼
課
長
・
佐
々
木
昭
▼

総
合
政
策
課
参
事
兼
課
長
・
小
松
辰
巳
▼
同

課
参
事（
地
域
政
策
担
当
）・
大
友
重
俊
▼
同

課
参
事（
３
セ
ク
担
当
）・
高
橋
修
司
▼
同
課

参
事（
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
派
遣
）・
佐
々

木
勝
▼
同
課
参
事（
同
組
合
へ
派
遣
）・
小
松

英
昭
▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課
参
事
兼
課
長
・
山

谷
勝
志
▼
男
女
共
同
参
画
室
・
参
事
兼
室

長
・
高
嶋
良
美

﹇
部
長
級
﹈

▼
事
務
局
長
・
中
嶋
喜
代
博

﹇
課
長
級
﹈

▼
参
事
兼
事
務
局
次
長
・
黒
田
文
夫

﹇
部
長
級
﹈

▼
市
民
生
活
部
長
・
高
橋
源
一
▼
主
席
参

事
・
石
川
三
喜
雄（
環
境
事
業
組
合
へ
派
遣
）

﹇
課
長
級
﹈

▼
市
民
課
参
事
兼
課
長
・
武
田
春
樹
▼
消
防

安
全
課
参
事
兼
課
長
・
佐
藤
和
夫
▼
同
課
参

事
・
後
藤
兼
武
▼
消
防
安
全
課
参
事
・
佐
々

木
誠
治
▼
国
保
年
金
課
参
事
兼
課
長
・
進
藤

雅
彦
▼
同
課
参
事（
国
保
診
療
所
等
担
当
）・

石
山
晃
▼
環
境
課
参
事
兼
課
長
・
佐
々
木
誠

﹇
部
長
級
﹈

▼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
・
深
谷

久
和
▼
主
席
参
事（
法
人
化
推
進
チ
ー
ム
）武

藤
芳
和
▼
主
席
参
事
兼
健
康
福
祉
部
次
長
・

藤
肥
康
弘

﹇
課
長
級
﹈

▼
社
会
福
祉
課
参
事
兼
課
長
・
川
越
和
子
▼

援
護
福
祉
課
参
事
兼
課
長
・
藤
原
正
吾
▼
同

課
参
事
・
逸
見
博
幸
▼
同
課
大
曲
福
祉
セ
ン

タ
ー
参
事
兼
所
長
・
豊
島
繁
實
▼
桜
寿
苑
管

理
監
兼
施
設
長
・
加
藤
恭
造
▼
愛
幸
園
管
理

監
兼
施
設
長
・
三
浦
哲
夫
▼
福
寿
園
管
理
監

兼
施
設
長
・
伊
藤
傳
悦
▼
南
外
支
援
ハ
ウ
ス

総
務
部

国
体
推
進
事
務
局

健
康
福
祉
部

農
林
商
工
部

企
画
部

市
民
生
活
部

建
設
部
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郎
▼
同
事
務
所
参
事（
都
市
計
画
課
参
事
兼

務
）・
田
口
隆
志

﹇
部
長
級
﹈

▼
院
長
・
樋
口
久
▼
事
務
長
・
高
橋
大
樹

﹇
課
長
級
﹈

▼
管
理
課
参
事
兼
課
長
・
伊
藤
和
保
▼
総
看

護
師
長
・
高
橋
洋
子

﹇
部
長
級
﹈

▼
水
道
局
長
・
田
口
良
邦

﹇
課
長
級
﹈

▼
上
水
道
課
参
事
兼
課
長
・
藤
田
良
雄
▼
同

課
参
事
・
原
義
隆
▼
同
課
参
事
・
高
橋
達
男

﹇
部
長
級
﹈

▼
神
岡
総
合
支
所
長
・
鈴
木
三
郎

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
佐
藤
良
幸
▼

同
課
地
域
政
策
考
査
員
・
高
橋
豊
幸
▼
市
民

課
参
事
兼
課
長
・
阿
部
義
孝
▼
同
課
収
納
対

策
考
査
員
・
小
林
博
久
▼
農
林
振
興
課
参
事

兼
課
長
・
武
藤
隆
二
▼
建
設
課
参
事
兼
課

長
・
富
山
正
元

﹇
部
長
級
﹈

▼
西
仙
北
総
合
支
所
長
・
佐
藤
主
憲

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
佐
々
木
吉
博

▼
同
課
地
域
政
策
考
査
員
・
堀
江
則
男
▼
市

民
課
参
事
兼
課
長
・
竹
原
茂
雄
▼
同
課
参
事

（
収
納
対
策
担
当
）・
豊
嶋
久
勝
▼
農
林
振
興

課
長
・
舛
屋
博
之
▼
建
設
課
参
事
兼
課
長
・

佐
々
木
周
悦

﹇
部
長
級
﹈

▼
中
仙
総
合
支
所
長
・
後
藤
善
良

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
冨
岡
暁
雄
▼

同
課
地
域
政
策
考
査
員
・
田
口
元
彦
▼
市
民

課
参
事
兼
課
長
・
佐
藤
昭
光
▼
同
課
収
納
対

策
考
査
員
・
鈴
木
光
信
▼
農
林
振
興
課
参
事

兼
課
長
・
鈴
木
雅
幸
▼
建
設
課
長
・
傳
農
順
一

﹇
部
長
級
﹈

▼
協
和
総
合
支
所
長
・
今
浩
造

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
加
藤
耕
成
▼

同
課
地
域
政
策
考
査
員
・
山
谷
喜
元
▼
市
民

課
長
・
佐
藤
哲
男
▼
同
課
収
納
対
策
考
査

員
・
滝
沢
清
寿
▼
農
林
振
興
課
参
事
兼
課

長
・
安
田
正
一
▼
建
設
課
長
・
岩
谷
友
一
郎

﹇
部
長
級
﹈

▼
南
外
総
合
支
所
長
・
伊
藤
堅
光

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
菊
地
正
雄
▼
同

課
地
域
政
策
考
査
員
・
佐
藤
裕
康
▼
市
民
課
参

事
兼
課
長
・
高
橋
宣
孝
▼
同
課
収
納
対
策
考
査

１．市職員としての共通認識を強めるため、大規模な支所間異動を実施

２．適正課税と収納率向上のため税務課と各支所の市民課を強化

３．総合政策課には大曲地域の地域政策業務に関する業務と、第３セクター経営改善業務を

担当する職員を配置

４．平成19年度国体開催に向け、国体準備事務局を国体推進事務局と改め機能を大幅に強化

５．国保診療所、国保歯科診療所の経営改善のため専任職員を配置

６．老人施設や保育園、幼稚園等の民営化に向けたプロジェクトチームを設置

７．保健センターの機能と連携を強めるため、健康増進センターに改め、各支所の保健セン

ターを分室に変更

８．要介護状態になることを予防する事業や、要介護状態であっても日常生活が送ることが

できるように支援する事業を行う「地域包括支援センター」を、神岡在宅介護支援セン

ター内に設置

９．各地域協議会を充実させるため、各支所に政策担当職員を配置

10．学校施設管理充実のため施設管理課を、学校給食の充実を図るため学校給食総合セン

ターを設置

11．地域活性化推進のため、教育委員会分室の事務局を公民館に移し、公民館体制を強化

12．業務の合理化と職員の少人数対策として農業委員会分室業務を農林振興課で行う

13．真木ダム代替案の対応を強化するため、水道局に簡水担当職員を配置

「市職員としての意識向上」
「地域活性化推進」
「わか杉国体に向け体制強化」

平成18年度人事異動の主なテーマは

市
立
大
曲
病
院

水
道
局

神
岡
総
合
支
所

西
仙
北
総
合
支
所

中
仙
総
合
支
所

協
和
総
合
支
所

南
外
総
合
支
所
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大仙市役所
大曲南庁舎

１階

３階

文書庫健康福祉部
社会福祉課

健康福祉部
児童家庭課

法人化推進
チーム

健康福祉部
援護福祉課

市民生活部
国保年金課

広報室

↑２階へ ↑２階へ

↑２階へ

↑２階へ

↑２階へ

面会室

市政情報室

市民ホール
喫煙室

市民生活部
市民課

総務部　税務課
総務部
会計課

総務部
管財課 職員玄関

日直室 企画部
情報
システム課

水道局
上水道課

市役所
正面玄関

W.C

W.C

↑３階へ

↓１階へ

W.C

W.C

↓
１階へ

↓１階へ
↑３階へ

企画部
国体推進
事務局

企画部
男女共同
参画室

農業
委員会分室

農林商工部
農林振興課

農林商工部
商工観光課

市民生活部
消防安全課

市民生活部
環境課

企画部
総合政策課

総務部
契約
検査課

記者室

総務部
財政課

応接室

２階会議室

助役室

市長室

企画部
秘書広報課

総務部
総務課

総務部
人事課

食　堂

売　店

大曲体育館へ→

２階

↓２階へ

↓２階へ

W.C

W.C

↓
２階へ

互助会館
第１会議室

互助会館
第２会議室

大会議室
第１委員会室

第２
委員会室第３

委員会室

議会会派
控室

議会事務局

正副議長室

議会応接室
説明員
控室

議　場

①
②

③

④

⑤

至 横手市
至 大曲IC

飯田ＩＣ

大曲西道路

至 仙北地域

至 

神
岡
・
協
和
地
域

①大仙市役所
②仙北地域振興局
③大曲消防署
④市立大曲病院
⑤大曲市民会館

大仙市役所
　　大曲南庁舎

大仙市役所
大曲南庁舎

員
・
高
橋
定
悦
▼
農
林
振
興
課
長
・
佐
々
木
繁

雄
▼
建
設
課
参
事
兼
課
長
・
伊
藤
俊
一

﹇
部
長
級
﹈

▼
仙
北
総
合
支
所
長
・
根
本
正
進

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
高
橋
共
男
▼
同

課
地
域
政
策
考
査
員
・
熊
谷
博
英
▼
市
民
課
参

事
兼
課
長
・
藤
原
修
▼
同
課
参
事（
収
納
対
策

担
当
）・
竹
村
義
昭
▼
農
林
振
興
課
参
事
兼
課

長
・
鈴
木
義
實
▼
建
設
課
長
・
佐
藤
喜
三
男

﹇
部
長
級
﹈

▼
太
田
総
合
支
所
長
・
鷹
觜
均
▼
太
田
国
民

健
康
保
険
診
療
所
長
・
脇
本
敬
節
▼
太
田
国
民

健
康
保
険
歯
科
診
療
所
長
・
池
田
い
づ
み

﹇
課
長
級
﹈

▼
地
域
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
大
信
田
哲
男
▼

同
課
参
事（
地
域
政
策
担
当
）・
川
瀬
京
子
▼
市

民
課
参
事
兼
課
長
兼
太
田
国
保
診
療
所
事
務

長
兼
国
保
歯
科
診
療
所
事
務
長
・
高
貝
忠
造

▼
同
課
収
納
対
策
考
査
員
・
田
口
義
則
▼
農

林
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
服
部
國
康
▼
建
設
課

参
事
兼
課
長
・
佐
々
木
ジ
ョ
ー
ジ

﹇
部
長
級
﹈

▼
議
会
事
務
局
長
・
田
口
誠
一

﹇
部
長
級
﹈

▼
事
務
局
教
育
次
長
・
相
馬
義
雄
▼
同
教
育

次
長
・
佐
藤
康
裕

﹇
課
長
級
﹈

▼
教
育
総
務
課
参
事
兼
課
長
・
佐
藤
唯
志
▼
同

課
参
事
・
粟
津
孝
子
▼
施
設
管
理
課
参
事
兼
課

長
・
佐
々
木
修
司
▼
学
校
教
育
課
参
事
兼
課

長
・
今
井
聰
▼
同
課
参
事
兼
教
育
研
究
所

長
・
高
橋
孝
志
▼
学
校
教
育
課
参
事
・
古
屋
博

▼
生
涯
学
習
課
参
事
兼
課
長
・
山
崎
篤
志
▼
同

課
花
館
公
民
館
参
事
兼
館
長
・
高
橋
隆
文
▼
同

課
角
間
川
公
民
館
参
事
兼
館
長
・
佐
藤
智
弘
▼

同
課
大
曲
市
民
会
館
管
理
監
兼
館
長
・
煙
山
勢

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
参
事
兼
課
長
・
笠
嶋
憲
司

▼
文
化
財
保
護
課
参
事
兼
課
長
・
小
松
一
幸
▼

学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長
・
武
田

茂
▼
神
岡
分
室
参
事
兼
神
岡
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
・
伊
藤
久
▼
神
岡
分
室
長
兼
神
岡
中

央
公
民
館
長
兼
か
み
お
か
嶽
雄
館
長
兼
神
岡
図

書
館
長
・
佐
々
木
淳
一
▼
西
仙
北
分
室
参
事
兼

西
仙
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
舛
谷
忠
行

▼
西
仙
北
分
室
長
兼
西
仙
北
中
央
公
民
館
長
兼

西
仙
北
図
書
館
長
兼
西
仙
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
所
長
・
進
藤
敏
▼
西
仙
北
分
室
社
会
教
育

考
査
員
・
鈴
木
直
樹
▼
中
仙
分
室
参
事
兼
分
室

長
兼
中
仙
市
民
会
館
長
兼
中
仙
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
・
五
十
嵐
政
博
▼
協
和
分
室
参
事
兼

協
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
佐
々
木
喜
伸

▼
協
和
分
室
長
兼
協
和
公
民
館
長
兼
協
和
市
民

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
協
和
図
書
館
長
・
茂
木
優
子

▼
南
外
分
室
長
兼
南
外
公
民
館
長
兼
南
外
図
書

館
長
兼
南
外
民
俗
資
料
交
流
館
長
兼
南
外
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
高
橋
公
太
郎
▼
仙
北
分

室
参
事
兼
分
室
長
兼
仙
北
公
民
館
長
兼
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
小
松
弘
▼
太
田
分
室

参
事
兼
分
室
長
兼
太
田
公
民
館
長
・
後
藤
道
和

▼
太
田
分
室
社
会
教
育
考
査
員
・
大
信
田
英
夫

﹇
課
長
級
﹈

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
兼
事
務
局

長
・
佐
藤
正
仁

﹇
課
長
級
﹈

▼
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
事
務
局
長
・
鈴

木
秀
則

﹇
課
長
級
﹈

▼
東
部
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
熊
谷
和
則

▼
西
部
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
田
村
明
雄

仙
北
総
合
支
所

太
田
総
合
支
所

議
会
事
務
局

大仙市役所
大曲庁舎内図

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

〒014-8601
大仙市大曲花園町１番１号
☎ 0187-63-1111（代表）

〒014-0063
大仙市大曲日の出町2-8-4
☎ 0187-66-4905（代表）

大曲南庁舎には、建設部に属する道路河川課・
下水道課・都市計画課の３課が入っています。 10



　大曲庁舎の隣に
完成した駐車場の
料金はどのように
なっていますか。

　議会議員の報酬並びに市長及び助役の
給料改定についてテレビ、新聞等で知り
ました。
　市の財政状況を考えると人件費削減が
課題と思いますが、いかがでしょうか。

　議会議員の報酬並びに

市長及び助役の給与　

　今冬の豪雪で亡くなら
れた方に災害弔慰金が支
給されましたが、その根
拠について説明してくだ
さい。

雪による災害弔慰金 　大曲庁舎の

駐車場　

　
市
町
村
合
併
に
よ
り
本
庁
舎
と
な
っ
た
大
曲
庁

舎
へ
の
来
庁
者
は
、市
民
の
方
々
や
業
者
な
ど
当

初
の
予
想
を
上
回
る
来
庁
者
が
あ
り
、駐
車
場
が

大
変
混
雑
し
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
本
庁
舎
駐
車
場
の
駐
車
に
つ
い
て
は
曜

日
ご
と
の
割
当
に
し
、そ
れ
以
外
の
職
員
は
大
曲

市
民
会
館
や
市
民
プ
ー
ル
の
駐
車
場
を
使
用
す
る

な
ど
、で
き
る
だ
け
来
庁
者
が
庁
舎
駐
車
場
を
利

用
で
き
る
よ
う
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
い
る

状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
今
冬
は
積
雪
の
た
め
、
さ
ら
に
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
な
る
状
況
に
あ
り
、ご
指
摘

あ
り
ま
し
た
隣
接
す
る
秋
田
魁
新
報
社
大
曲
支
局

隣
に
駐
車
場
を
増
設
し
、来
庁
者
や
職
員
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
図
り
ま
し
た
。

　
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
、
現
在
、
職
員
か
ら

は
駐
車
料
金
な
ど
を
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
が
、今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
弔
慰
金
は
、
政
令
、
条
例
等
に
基
づ
き
、

国
・
県
・
市
が
費
用
を
分
担
し
な
が
ら
自
然
災
害

等
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し
て

の
制
度
で
す
。
負
担
割
合
は
国
が
２
分
の
１
、
県

と
市
が
残
り
の
半
分
ず
つ
を
負
担
し
ま
す
。

　
今
冬
の
豪
雪
は
戦
後
２
番
目
の
死
者
数
を
記
録

す
る
な
ど
、全
国
的
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
市
内
で
も
死
者
４
人
を
は
じ
め
、
負

傷
者
37
人
、
住
宅
、
農
業
施
設
、
家
畜
・
農
作
物

等
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
被
害
を
出
し
た
豪

雪
が
弔
慰
金
支
給
制
度
の
適
用
を
受
け
る
災
害
と

し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、尊
い
命
を
亡
く
さ

れ
た
遺
族
に
対
し
て
弔
意
を
示
す
制
度
の
趣
旨
を

尊
重
し
つ
つ
、県
内
外
の
自
治
体
の
対
応
と
均
衡

を
図
り
な
が
ら
、雪
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
市

民
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
対
応
は
、現
行
制
度
の
範
囲
内
で
で
き

る
か
ぎ
り
の
弔
慰
を
表
す
と
い
う
判
断
の
も
と

行
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
長
野
県
と
新
潟
県
に

お
い
て
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
と
い
う
特
殊

事
情
が
、今
冬
の
豪
雪
被
害
に
対
し
て
全
国
的
に

弔
慰
金
の
支
給
を
可
能
と
し
た
も
の
で
す
。

　
議
会
議
員
の
報
酬
並
び
に
市
長
及
び
助
役
の
給

料
の
額
に
つ
い
て
は
、暫
定
的
に
旧
大
曲
市
の
額

と
す
る
こ
と
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、３
月

15
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬
・
給
料
の
改
定
が
「
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
」
で
審
議
さ
れ
、
３
月
20
日

の
議
会
で
議
決
を
得
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
、市
長
が
任
命
し
た
労
組
代
表
者
や

学
識
経
験
者
、各
界
の
代
表
か
ら
10
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、意
見
を
聴
く
も
の
と
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、合
併
後
に
類
似
す
る
団

体
を
参
考
に
し
て
改
め
て
定
め
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
回
決
定
し
た
額
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の

調
整
分
科
会
で
人
口
や
行
政
面
積
な
ど
が
類
似
す

る
山
形
県
の
酒
田
市
や
鶴
岡
市
な
ど
４
市
を
参
考

に
試
算
し
た
額
を
そ
の
後
の
給
与
改
定
の
状
況
を

ふ
ま
え
、
再
度
試
算
し
た
も
の
で
す
。

　
審
議
の
中
で
、報
酬
等
の
額
は
試
算
し
た
妥
当

額
に
市
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
結
果
、
市
長
給
与

を
10
％
引
下
げ
た
87
万
４
０
０
０
円
に
、助
役
は

８
％
下
げ
て
70
万
５
０
０
０
円
に
決
定
。ま
た
、

議
員
報
酬
は
５
％
引
下
げ
、議
長
を
48
万
４
０
０

０
円
に
、副
議
長
は
44
万
２
０
０
０
円
、
議
員
は

41
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
議
会
委
員
か
ら
は
、「
今
年
度
の
市
の
財
政

状
況
、ま
た
そ
れ
以
降
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
考
え

た
場
合
、は
た
し
て
こ
の
額
で
よ
い
の
か
も
う
少

し
考
え
て
も
ら
い
た
い
」「
市
の
規
模（
人
口
９
万

６
０
０
０
人
、
面
積
約
８
６
６
平
方
キ
ロ
）等
を

考
え
る
と
今
回
の
額
で
も
少
な
い
気
が
す
る
が
、

こ
の
額
で
も
少
な
い
く
ら
い
だ
と
思
わ
せ
る
よ
う

な
積
極
的
な
議
員
活
動
を
期
待
す
る
」と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
苦
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
減
額
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
が
、厳
し
い
状
況
が
今
後
と
も
続
く

よ
う
で
あ
れ
ば
、さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市民の方から市に対してお手紙やお電話をいただきました。

その内容について紙面をお借りしてお答えします。
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01

温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス

市
内
の
温
泉
施
設
入
浴
券
を
送
付

02

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た
だ
し
、
高

齢
者（
60
歳
以
上
）や
障
害
者
の
方
は
単
身

で
も
入
居
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基

準
以
下
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
入
居
予
定
日
／
５
月
１
日（
月
）

◆
家
賃
／
申
込
者
の
所
得
や
住
宅
の
設
備
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間
／
４
月
17
日（
月
）か
ら
25

日
（
火
）
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
募
集
住
宅
／
合
貝
市
営
住
宅
１
戸

（
３
L
D
K
・
平
成
12
年
建
設
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

協
和
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８
ま
で

協
和
地
域
の
市
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

新
教
育
長
に 

三 

浦 

憲 

一 

氏

　
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
笹
元
前
教
育
長
に
代
わ
り
、
三
浦
憲
一

氏
が
大
仙
市
の
新
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
、
市
内
８
カ
所
の
温
泉
施
設
で

利
用
で
き
る
入
浴
割
引
券
、
無
料
券
を
送
付

し
ま
す（
対
象
者
の
み
）。

　
温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
協
和
・
仙
北
地
域

の
「
入
浴
料
割
引
制
度
」、
太
田
地
域
の
「
高

齢
者
入
浴
無
料
制
度
」は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
送
付
対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

年
齢
の
方（
施
設
入
所
者
を
除
く
）

【
半
額
割
引
券
24
枚
】
60
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
70
歳

新教育長のプロフィール

み うら けん いち

三　浦　憲　一
昭和20年12月19日生

（60歳）

秋田大学教育学部卒

■主な経歴
昭和47年４月 六郷中学校教諭

平成10年４月 六郷中学校校長

平成13年４月 南教育事務所長

平成14年４月 教育庁

義務教育課長

平成16年４月 教育庁教育次長

か
ら
79
歳
ま
で
の
方

【
無
料
券
24
枚
】
80
歳
以
上
の
方

※
今
年
度
対
象
年
齢
と
な
る
方
を
含
む
。

◆
利
用
で
き
る
施
設
／
嶽
の
湯（
神
岡
）、
ぬ

く
森
温
泉
「
ユ
メ
リ
ア
」（
西
仙
北
）、
八

乙
女
温
泉
さ
く
ら
荘（
中
仙
）、
協
和
温
泉

「
四
季
の
湯
」（
協
和
）、
南
外
ふ
る
さ
と
館

（
南
外
）、
史
跡
の
里
交
流
プ
ラ
ザ
「
柵
の

湯
」（
仙
北
）、
川
口
温
泉
「
奥
羽
山
荘
」（
太

田
）、
中
里
温
泉（
太
田
）

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

援
護
福
祉
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で

市役所からの

合貝市営住

宅の外観(写

真右)、キッ

チン（写真

下）、和室。
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04

　
ど
れ
み
保
育
園（
大
曲
地
域
四
ツ
屋
地
区
）

が
、
保
育
室
や
調
理
室
を
整
備
・
改
修
し
、
４

月
か
ら
認
可
保
育
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
か
ら
の
費
用
で
施
設
が
運
営

さ
れ
、
今
ま
で
な
か
っ
た
給
食
も
提
供
。
保

育
料
も
市
が
定
め
た
基
準
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

　
ど
れ
み
保
育
園
の
定
員
は
30
人
。
現
在
、

３
歳
未
満
児（
特
に
０
歳
児
）の
入
所
枠
に
余

裕
が
あ
り
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、

児
童
家
庭
課（
大
曲
庁
舎
）ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ど
れ
み
保
育
園
☎
０
１
８
７（
62
）７
５
３
０

児
童
家
庭
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
４
ま
で

ど
れ
み
保
育
園

認
可
保
育
所
に
な
り
ま
し
た

　
東
部
・
西
部
農
業
委
員
会
で
は
、「
標
準
小

作
料
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　「
西
部
農
作
業
標
準
・
賃
金
表
」
も
掲
載
し

ま
し
た
の
で
、
小
作
契
約
、
農
作
業
賃
金
の

目
安
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
部
農
業
委
員
会

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
０
ま
で

西
部
農
業
委
員
会

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
６
２
ま
で

東
部
・
西
部
「
標
準
小
作
料
」

小
作
の
目
安
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　認可保育所は、施設の大きさや保育士の数など、厚生
労働省で定められた基準をすべて満たし、都道府県知事
から設置認可（児童福祉法）を受けた保育所をいいます。

西部農作業標準・賃金料金表（税込み）

この表は標準ですので、ほ場等の状況を考慮し料金を決めてください。
側条施肥田植機で農薬などを同時散布する場合は、500円上乗せとします。

【西部標準小作料】

農地区分 金　額

上田（570kg） 23,000円

中田（540kg） 19,000円

下田（480kg） 13,000円

【東部標準小作料】
農地区分 ほ場整備済 ほ場整備未整備

上田（600kg) 27,000円 25,000円

中田（570kg) 23,000円 21,000円

下田（540kg) 19,000円 17,000円
ほ場整備済とは、約30アール以上に区画整理されたもの。

西部に圃場整備の区分はありません。

　小作契約をしている方
で、小作料を変更する場
合は、両者で金額を話し
合い農業委員会へお届け
ください。
　契約書に「額の改訂」
が記載されていれば、届
け出は必要ありません。

認可保育所になったどれみ保育園

03
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07

06

05
　
　「
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券

の
交
付
」
と
「
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
一

部
負
担
金
助
成
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
先
／
国
保
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市

民
課

◆
持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
証
、印
鑑

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
交
付
】

　
施
術
券（
１
０
０
０
円
分
）を
年
間
24
枚
交

付
し
ま
す
。

対
象
／
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

※
65
歳
以
上
の
方
へ
は
、国
保
加
入
に
関
係

な
く
援
護
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

【
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
一
部
負
担
金
助
成
】

　
４
万
円
を
上
限
に
、
健
診
料
金
の
70
％
以

内
を
日
帰
り
・
脳
・
宿
泊
ド
ッ
ク
の
受
診
者

に
助
成
し
ま
す
。
受
診
前
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
／
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
方

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

国
保
年
金
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
５
０

　
各
総
合
支
所
市
民
課
ま
で

国
保
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

一
部
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
か
み
お
か
温
泉
「
嶽
の
湯
」
前

に
屋
内
多
目
的
施
設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
屋
内
多
目
的
施
設
は
、
12
月
か
ら
利
用
開

始
予
定
で
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
室
内
練
習
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、施
設
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
の
で
、ア
イ
デ
ア
を
ご

応
募
く
だ
さ
い
。採
用
者
と
入
賞
者
に
は
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。採
用
さ
れ
た
愛
称
が
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
①
愛
称
②
住
所
③
氏
名

④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、

神
岡
総
合
支
所
建
設
課
ま
で
提
出

住
所
／
〒
大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
16-

３

◆
申
込
受
付
期
限
／
４
月
30
日（
日
）※
必
着

◆
賞
品
／
嶽
の
湯
ペ
ア
宿
泊
券
・
１
人
、
嶽

屋
内
多
目
的
施
設
の
愛
称
募
集

神
岡
中
央
公
園
内
に
建
設
中
の
施
設

の
湯
入
浴
券（
12
枚
）・
５
人

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９
ま
で

　
計
量
器
定
期
検
査
は
、
営
業
用
・
業
務
用

の
計
量
器
を
検
査
す
る
も
の
で
２
年
に
１
回

行
わ
れ
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
営

業
用
・
業
務
用
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
に
は
手
数
料（
現
金
）が
必
要
で
す
。

※
秋
田
県
収
入
証
紙
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
５
０
ま
で

計
量
検
定

は
か
り
と
計
量
器
の
定
期
検
査

市役所からの

　屋内多目的施設の完成予定図。大きさは、縦・横とも
に40メートルで、床は人工芝。テニスやサッカー、グ
ラウンドゴルフ、野球の室内練習などに利用できます。

かみおか温泉「嶽の湯」 屋内多目的施設

計量検定日程表

10:30～12:00 協和体育館
14:00～16:00 南外コミュニティセンター
10:30～12:00 神岡総合支所前重機車庫
13:30～15:30 西仙北中央公民館
10:30～11:30 仙北就業改善センター
10:30～11:30 太田農村環境改善センター
13:00～15:30 中仙農村環境改善センター
13:00～16:00
10:00～12:00
13:00～16:00

 大曲体育館

10:00～12:00

５月８日 (月)

５月９日 (火)

５月10日 (水)

５月23日 (火)

７月３日 (月)

７月４日 (火)

７月５日 (水)

日　時 時　間 会　場
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介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
ご
と
に
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

く
か
を
決
め
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
介
護
保
険
事

業
に
必
要
な
費
用
（
見
込
み
）

を
元
に
、
介
護
保
険
料
な
ど
を

決
め
、
地
域
に
合
っ
た
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
よ
り
、
65
歳
以

上
の
方
が
負
担
す
る
介
護
保

険
料
が
決
ま
り
ま
す
。

変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
基
準
額

　
今
年
度
か
ら
、
毎
月
支
払
う
「
介
護
保
険
料
基
準
額
」
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
介
護
保
険
料
基
準
額
は
３
９
９
０
円
。
こ
の
金
額
は
、
３
年
ご
と
に
作
成
さ

れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

月額 3,990円

　
昨
年
度
、
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

作
成
し
た
た
め
、
今
年
度
か
ら
の
新
し
い
保

険
料
基
準
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
保
険
料
基
準
額
も
月
額
２
８
６
０
円
か
ら

月
額
３
９
９
０
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
段
階
は
、

昨
年
度
ま
で
５
段
階
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
、
本
人

や
世
帯
の
住
民
税
課
税

状
況
・
所
得
に
応
じ
て

６
段
階
に
分
か
れ
ま
す

（
下
表
の
と
お
り
）。

　
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
介

護
給
付
費
の
増
加
と
介
護
給
付
費
負
担
割
合

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
給
付
費
と
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
費
用
の
合
計
で
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

よ
り
、
介
護
保
険
に
必
要
な
費
用
も
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。

【
介
護
給
付
費
】

◎
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で

約
２
７
６
億
円

◎
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

約
３
２
９
億
円（
見
込
み
）

　
昨
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
方
が
負
担

す
る
金
額
の
割
り
合
い
が
増
え
ま
し
た
。

【
負
担
割
合
】

◎
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度

　
給
付
費
の
18
％

◎
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度

　
給
付
費
の
19
％

介

護

保

険

事

務

所

か

ら

の

お

知

ら

せ

介
護
給
付
費
負
担
割
合
の
増
加

介
護
給
付
費
の
増
加

新
し
い
保
険
料
基
準
額

３
年
で
改
正
、
介
護
保
険
事
業
計
画

　税制改正の影響で住民税が課税となり、保険料段階が上昇した場合には負担を段階的に引き上げる激変緩和措
置がとられます。

保
険
料
が
高
く
な
っ
た
理
由

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
保
険
管
理
班

（
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
内
）

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
１
ま
で

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
制
度
で
す
。
介
護
保
険
料
は
こ
の
制

度
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【65歳以上の方の介護保険料】

65歳以上の方の介護保険料
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　『あなたです　火のある暮らしの　見はり役』をスローガンに「春

の火災予防運動」が４月２日から８日まで実施され、その一環と

して市内各地域で防災訓練が行われました。

　期間中、仙北地域では４月２日に史跡の里交流プラザ『柵の

湯』周辺で訓練を実施。午前７時、防災行政無線のサイレンと同

時に各分団が消防ポンプ付積載車で集合し整列しました。その

後、放水訓練や倒壊家屋からの救助訓練、油回収訓練など実際の

現場を想定した訓練が約1時間行われました。駆けつけ訓練終了

後には、柵の湯駐車場で地域住民のみなさんを対象に大曲消防署東分署職員の指導による消火器を使った消火訓

練が行われ、消防団員が見守る中、子どもからお年寄りまで約30人が参加。消火器の使い方を確認し、火災予

防意識を向上させました。

　3月26日、「第8回酒遊サミットinなんがい」（秋田県なんがい自然酒の会主催）

が南外コミュニティセンターを主会場に行われ、県内の日本酒ファン約100人が参

加しました。

　オープニングイベントとして美郷町の住民による手作り劇団「ゼンマイ座」の公

演ビデオを上映。地元の方言が飛び交うドタバタコメディー劇に、参加者から笑い

声が上がりました。続いて参加者が3つのグループに分かれて行われた体験コース

では、出羽鶴酒造の酒蔵見学や楢岡陶苑での焼き物の製作、地元農家の指導による

地場産のそば粉を材料にしたそば打ちなどをそれぞれ体験。南外地域の特産品や地

場産食材に触れた参加者は、地域の風土と文化への理解を深めていました。

　体験コース終了後に、サミットのメーンイベントである談話交流会が日本酒の

乾杯でスタート。会場では、南外地域の米と水を素材に醸造された、絞りたての

自然酒「楢岡城」や8種類の銘柄の日本酒、ぜんまいの煮物や山菜のてんぷら、そ

してそば打ち体験コース参加者の手作りそばなど、地場産の食材をふんだんに活

用した料理が振る舞われました。参加者は杯を傾けたり田舎料理に舌鼓を打った

りしながら、日本酒で結ばれた新しい仲間との交流を楽しんでいました。

第８回酒遊サミットinなんがい

　日本酒で繋がる交流の輪

市内各地域消防団防災訓練

　万が一を想定し機敏な動き

　３月26日、西仙北地域の「ぬく森温泉ユメリア」が 入館者100万人を突破し

ました。

　ぬく森温泉ユメリアは、西仙北刈和野地区の黒森山中腹に湧き出た温泉を利用

し、旧西仙北町と西仙北温泉インター株式会社による第３セクターとして平成12

年３月にオープン。温泉宿泊施設のほかにプールも完備されていることから、大

人から子どもまで楽しめる温泉施設として人気があります。

　この日入館100万人目となったのは秋田市の鈴木夕子さん（29）。「両親は温泉、

子どもはプールが楽しめるということでユメリアを選びました。初めて来たのに

100万人目でびっくりしています。記念にいただいたペア宿泊券は両親にプレゼ

ントしたい」と話してくれました。

体
験
コ
ー
ス
で
は
、
焼
き
物

の
製
作
や
そ
ば
打
ち
な
ど
実

施
。
そ
ば
は
談
話
交
流
会
で

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

西仙北地域「ぬく森温泉ユメリア」

オープンから６年で入館者100万人

100万人達成の瞬間。100万人
目は秋田市の鈴木さんでした。

訓練には約30人が参加。実際に消火器を使い、
燃えさかる炎を消し止めました。
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　ことしで80回を迎える全国花火競技大会を記念した「全国花火

競技大会80回記念感謝のつどい」が、３月24日に行われました。

　フォーラム、式典、懇親の３部から構成された式には、全国の

花火師、大会関係者など約180人が出席。大会を支えている全国

の花火師に感謝するとともに、日本一の歴史と権威ある花火競技

大会のレベルを維持し、さらなる飛躍ができるよう、今後の大会

の在り方、将来像について話し合われました。

　また、大曲が発祥である創

造花火の競技が始まった昭和

39年以来、出品し続けてい

る県内、全国の14業者と大

会運営に尽力された３人に感

謝状が贈呈されました。

全国花火競技大会80回記念感謝のつどい

さらなる躍進を目指して

　「春の全国交通安全キャンペーン」が４月６日から15日まで

展開され、大仙市交通安全対策協議会では期間前日に大曲市民

会館前でキャンペーンを実施。子どもと高齢者の交通事故防止

を呼びかけました。

　キャンペーンに参加したのは、大仙警察署や市大曲地域交通指

導隊、大曲地域の小・中学生や高校生など約120人。参加者全員

で交通安全運動推進宣

言を行った後、大曲市

民会館前の沿道で交通

安全標語が書かれた

カードを掲げ、道行く

車に交通安全の大切さ

をアピールしました。

春の全国交通安全運動キャンペーン
優しさは安全への第一歩

　仙北地域で子どもたちの下校時に見守り活動を行っている子

ども見守り隊（隊長・竹村美範横堀小学校PTA会長・隊員85人）。

同隊に秋田仙北ライオンズクラブ（大山利吉会長・会員28人）か

らジャンパー90着が贈られ、その伝達式

が３月30日に仙北就業改善センターで行

われました。

　贈られた蛍光グリーンのジャンパーに袖

を通し竹村隊長は「活動がほかの地域へ広

がることを期待し、今後も子どもたちを見

守っていきたい」と話しました。

秋田仙北ライオンズクラブがジャンパー贈呈

子ども見守り隊のシンボルに

功
績
を
た
た
え
て

永
年
に
わ
た
っ
て
消
防
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
６
人
の
方
々
に
、
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
賞
、
日
本
消
防
協

会
長
表
彰
功
績
章
・
精
績
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

佐 

藤 

一 

夫

（
神
岡
副
支
団
長
）

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

佐 

藤 

金 

光

（
大
曲
支
団
第
３
分
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功 

績 

章

細 
谷 
正 

利
（
副
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功 

績 

章

田 

口 

暢 

彦

（
大
曲
支
団
第
８
分
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精 

績 

章

小 

原 

善 

市

（
大
曲
支
団
副
団
長
）

ジャンパーを手にす
る竹村隊長。

白バイ隊も出勤し、キャンペーンを盛り上
げました。

全国から多くの花火師が参加。

※
階
級
・
職
名
は
、
受
章
時
現
在

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

草 

� 

忠 

誠
（
副
団
長
）
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あて先はこちらまで
（住所不要）

　
　
つ
も
広
報
だ
い
せ
ん
を
楽
し
く
読
ん
で

　
　
い
ま
す
。
地
場
産
食
材
厨
房
や
お
手
紙

コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
。

（
中
仙
地
域
・
11
歳
女
性
）

　
　
を
好
ん
で
い
た
だ
く
の
で
、
さ
っ
そ
く

　
　
食
材
厨
房
の
切
り
干
し
大
根
と
大
豆
の

煮
付
け
を
作
り
ま
し
た
。
毎
号
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
け
る
の
で
大
変
助
か
り
ま
す
。

　
今
号
の
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
４
月
か
ら
変
わ
る
市
役
所
の
組
織
・
機
構

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
火
の
ま
ち
、
シ
ン
ボ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
に

　
　
私
も
応
募
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
原
案
に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
私
と
同
じ
学
校
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
広
報
に
写
真
が
の
っ
て
い
た
の
で
、「
い

い
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
度
ま
た
何
か
応
募
す
る
機
会
が
あ
っ
た

ら
応
募
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
10
歳
女
性
）

　
　
り
干
し
大
根
を
煮
て
み
ま
し
た
。
と
て

　
　
も
お
い
し
く
で
き
て
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
春
は
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

（
協
和
地
域
・
64
歳
女
性
）

　
　
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
住
民
基
本
台
帳

　
　
カ
ー
ド
を
知
っ
て
い
る
人
が5

2

％
も

い
る
の
に
、
交
付
率
０
・
２
％
な
の
は
ど
う

し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
も
う
少
し
安
全
対
策
機
能
を
住
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
48
歳
男
性
）

　
　
ま
し
た
よ
。
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
の
マ
ジ
ッ

　
　
ク
シ
ョ
ー
。
と
に
か
く
す
ご
か
っ
た
。

　
話
術
で
笑
い
、
マ
ジ
ッ
ク
で
驚
き
、
子
ど

も
た
ち
の
背
中
の
ゆ
れ
と
「
オ
ー
」
と
い
う

声
を
聞
き
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
目
に
浮

か
び
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
を
学
校
に
よ
ん
で
く
れ
た

神
宮
寺
小
学
校
の
校
長
先
生
、
あ
り
が
と

う
。

（
神
岡
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
月
か
ら
は
息
子
も
大
学
生
に
な
り
、
家

　
　
に
は
妻
と
私
の
二
人
き
り
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
気
が
し
ま
す
が
、
新

婚
当
時
み
た
い
に
楽
し
く
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

　
　
ラ
ボ
ー
中
谷
の
マ
ジ
ッ
ク
に
子
だ
も
た

　
　
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
。
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
神
岡
地
域
・
59
歳
女
性
）

い

見 市

　
　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ま
だ
見
た
こ
と
が

　
　
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
人
の
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
見
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
つ
つ
ど

ん
」
と
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
は
、
色
も
デ
ザ
イ

ン
も
か
わ
い
い
で
す
ね
。

（
大
曲
地
域
・
67
歳
女
性
）

　
　
施
設
の
管
理
人
や
事
務
員
の
募
集
が
初

　
　
め
て
公
募
さ
れ
大
変
良
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
４
月
か
ら
各
事
業
所
で
定
年
延

長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の

に
、
60
歳
ま
で
と
年
齢
制
限
し
て
い
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
岡
庁
舎
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
私
も
何
度

　
　
か
参
加
し
ま
し
た
。

　
年
長
の
方
々
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
て

楽
し
く
覚
え
ら
れ
る
し
、
参
加
費
も
安
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
事
業
で

す
。

（
神
岡
地
域
・
35
歳
女
性
）

　
　
極
化
に
む
け
た
情
報
社
会
が
錯
そ
う
す

　
　
る
昨
今
。
隣
近
所
の
き
ず
な
が
薄
れ
行

く
先
端
が
見
え
て
き
た
。

　「
選
別
と
差
別
」
に
歯
止
め
を
か
け
て
、

「
共
生
・
共
育
」
発
達
を
豊
か
な
稔
り
を
は
ぐ

３
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

市

豆

ブ

二 神

花切

今

各

　入学式の取材に南外西小
学校新入生の教室におじゃ
ますると、机には色紙で折
られたクジャクをあしらっ
たグリーティングカードが
置かれていました。
　聞けば２年生のお兄さん
お姉さんが真心込めて折っ

「これからよろしくね。入学を祝って」

たものと言います。
　「去年は入学式で緊張したっけな。がんばれよ。そして
入学おめでとう」。そんなちっちゃな先輩たちのエール
が聞こえてきました。
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ニ
ラ
グ
ラ
タ
ン

南
外
産
ニ
ラ
を

洋
風
に
ア
レ
ン
ジ

ア
ツ
ア
ツ
ホ
ク
ホ
ク

グ
ラ
タ
ン
は

い
か
が
で
し
ょ
う
？

た
が
、
私
は
大
仙
市
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
兵
庫
県
明
石
市
・
11
歳
男
性
）

　
　
月
１
日
号
に
は
、
私
の
子
ど
も
時
代
の

　
　
大
変
な
つ
か
し
い
冬
ま
つ
り
の
数
々
の

紹
介
に
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
16
日
号
に
は
市
役
所
組
織
の
改
革
で
す

ね
。
常
に
時
代
に
対
応
す
る
風
の
通
る
、
水

の
流
れ
る
組
織
作
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
水
産
加
工
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す

が
、
水
は
流
れ
を
止
め
る
と
す
ぐ
に
腐
り
ま

す
。
流
れ
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
東
京
都
・
男
性
）

　
　
報
だ
い
せ
ん
、
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し

　
　
て
お
り
ま
す
。

　
広
く
市
町
村
が
合
併
し
て
大
変
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
中
仙
町
に
は
図
書
館
が
な
く
、
と

き
ど
き
大
曲
の
図
書
館
を
肩
身
の
狭
い
思
い

で
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
や
わ
が
市

（
？
）と
思
い
、
気
兼
ね
な
く
市
民
会
館
や
中

央
公
民
館
等
施
設
に
出
入
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
中
仙
地
域
・
78
歳
男
性
）

　
　
ん
に
ち
は
。
私
は
大
仙
市
の
資
料
を
い

　
　
た
だ
き
、「
雪
の
多
く
降
る
地
方
に
つ

い
て
」
を
題
名
に
発
表
会
を
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
１
位
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

将来を担う子どもたちを育てることは大切です。
今年度予算の歳出における教育費は何％でしょう？

①11.3％　②12.9％　③13.4％

4 30

く
め
る
田
園
都
市
「
大
仙
」
に
未
来
永
劫
を

見
出
し
た
い
も
の
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
回
の
表
紙
写
真
は
、
ま
た
良
か
っ
た
で

　
　
す
。
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら
ブ
ラ

ボ
ー
さ
ん
の
「
ズ
ー
ズ
ー
弁
」
で
普
通
に
話

す
姿
が
見
え
る
よ
う
で
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
大
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
ま
し
た
。
仕
事
上
、
合
併
後
の
支
所
の
名

称
や
住
所
な
ど
が
大
変
わ
か
り
や
す
く
助
か

り
ま
す
。

　
マ
メ
に
更
新
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
54
歳
女
性
）

今

こ 広

３

今回の料理の先生は

伊 藤 照 子 さん
（南外地域・中荒沢）

材料（4～5人分）
◎ニラ／400g◎白菜／300g◎豚ひき肉／300g
◎しいたけ／5枚◎ニンジン／小1本◎ショウガ
／適量◎ニンニク／適量◎マヨネーズ／適量◎と
ろけるチーズ／適量

※塩こしょう、お酒、味噌、ごま油／適量

作り方
①ニラ、白菜、ニンジン、しいたけを細かく刻む。
②ショウガとニンニクをみじん切りにする。
③サラダ油で①と②を豚ひき肉とあわせて炒める。
④炒め上がったら調味料（※）を加えて少々炒める。
⑤グラタン皿に盛り、マヨネーズととろけるチー
ズを上にのせ、オーブンでチーズがとろけるま
で焼き上げてできあがり。

※南外産のニラはやわらかくおいしいのでどんな料理とも
合います。この料理では、ニラの風味を生かすために
ショウガやにんにくのような香辛野菜は控えめに入れ
ています。南外産ニラを洋風料理の素材とするならば、
グラタンによく合うように感じ

　 ます。

19



道の駅・協和の「桜の杜」／
ドライブのオアシスとしてお立ち寄りください。

南外ふれあいパーク／
さまざまな花々と触れあうことがでます。

八乙女公園／
遊歩道も整備され、夜空に放つ
淡い桜の光がロマンを醸し出す。

中川原コミュニティ公園／
夜桜もたのしめます。

市役所大曲庁舎周辺/
ちょうちん

午後９時まで提灯に明かりを灯します。

真山公園/
夜桜もすごくキレイです。

横沢公園/
桜とスイセンの二重奏。

大佐沢公園／
広さ約８haの水と森と花の公園。
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元プロ野球選手の野球指導
少年少女野球教室

　太田球場で少年少女野球教室を

行います。

　指導者に、元プロ野球選手で現

在も野球解説者などを務める村田

辰美さん（六郷高校出身）らを迎

え、野球の基礎指導を中心に行う

楽しい野球教室です。

　スポーツ少年団をとおして申し

込み、ご参加ください。

◆日時／５月４日（木）午後１時～

◆会場／太田球場※雨天時は太田

交流プラザ（太田球場南側）

【問い合わせ・申し込み】

太田公民館

☎ 0187-88-1119まで

仕事をしながら能力アップ
能力向上講習会

　仕事をしている方を対象とした

無料の講習会です。

【エクセル関数活用編講習】

期間／５月９日（火）・10日（水）

【NC旋盤加工編講習】

期間／５月11日（木）・12日（金）

【マシニングセンタ加工編講習】

期間／５月17日（水）・18日（木）

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-6321まで

情報交差点情

　昨年行われた「少年少女野球教室」。
　指導してくれる村田辰美さんは1975年
ドラフト２位で近鉄に入団。主力投手と
して活躍し、日本シリーズにも３度出場
しました。
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５月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所

では、各家庭の電気設備を調査

し、結果をお知らせしています。

◆５月の調査対象／

【大曲地域】大曲日の出町１丁目

【協和地域】稲沢

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

自分の土地でも申請が必要
屋外の看板設置

　屋外に看板を設置する場合は、

危険防止や景観を守るため、自分

の土地であっても県の許可が必

要になります。

　看板の設置場所や大きさによ

り手続きが不要の場合もありま

すので、設置に関する詳しい内容

はお問い合わせください。

【問い合わせ】

仙北地域振興局用地課

☎ 0187-63-3116まで

流出量は10,000リットル以上
平成18年の油流出事故

　雄物川上流地域でおきた油流出

事故は昨年にくらべ、件数で約1.6

倍、流出量で約５倍増加しました。

　油の流出は水質汚染や火災に

もつながり大変危険です。

　今後も暖房機器の使用が考え

られますので、普段から配管を点

検し、油流出事故を起こさないよ

う心がけましょう。

【問い合わせ】

雄物川水対協上流支局事務局

湯沢河川国道事務所

☎ 0183-73-5340まで

週２回相談会を行っています
秋田弁護士会の無料法律相談

　秘密は厳守しますのでお気軽

にご相談ください。

　相談には申し込みが必要です。

【交通事故専用相談】

日時／毎週水・金曜日の午前９時

30分～正午

【一般無料法律相談】

日時／毎週水・金曜日の午後１時

～３時

◆会場／秋田弁護士会事務局

【問い合わせ・申し込み】

秋田弁護士会

☎ 018-862-3770まで

防犯・防災活動に助成します
まちづくり活動支援助成金

　県では、地域住民団体が取り組

む自主的な防犯・防災活動に経費

の一部を助成します。

　詳しい内容についてはお問い

合わせください。

◆対象／地域住民団体（町内会、

PTA、老人クラブなど）

◆助成金額／上限15万円

◆申込受付期限／５月19日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県安全・安心まちづくり

チーム

☎ 018-860-1522まで

手続きはお早めに
労働保険の年度更新

　労働保険の保険料は、事業主が

年度当初に精算・納付することに

なっています。

　平成18年度の労働保険料の申

告・納付期限が近づいています。

　まだ手続きしていない事業主の

方は早めの手続きをお願いします。

◆申告・納付期限／５月22日（月）

◆申告場所／秋田県労働局、最寄

りの労働基準監督署

【問い合わせ・手続き】

秋田県労働局労働保険徴収室

☎ 018-883-4267まで

休日に音楽を楽しもう
キッズ・ミュージックランド

　弦楽器・管楽器の演奏で、仲間と

楽しく活動してみませんか。みな

さんの参加をお待ちしています。

■ふれあいオーケストラ

対象／小学生以上

期日／５月27日から毎月第２・４

土曜日

時間／午前９時～正午

会場／大川西根小学校音楽室

参加費／年1,000円

■キッズ・スペシャル

対象／小学生

期日／５月20日から毎月１回程

度（期日は決定後連絡します）

時間／午後１時～３時

会場／大曲仙北広域交流センター

参加費／年2,000円

【問い合わせ・申し込み】

大川西根小学校

渡邊先生（ふれあいオーケスト

ラ）・佐藤先生（キッズスペ

シャル）

☎ 0187-68-3030まで

県政への苦情を受け付けます
秋田県県民行政相談員

　県政に対する苦情を、簡単に素

早く処理し、県に改善するよう提

言します。

　県政への苦情をご相談ください。

◆相談日／毎週火曜日から金曜

日まで（祝日を除く）

◆会場／県民行政相談室（県庁１階）

◆申し込み方法／①住所・氏名・

電話番号②苦情の内容と理由③

苦情の原因があった日を記入し、

ファックスかメールで申し込み

ファックス／018-860-1072

メール ／kujyou@mail2.pref.akita.jp

【問い合わせ】

県民行政相談室

☎ 018-860-1082まで

５月から変更になります「トレーニングルームの使用料」

　中仙市民会館の「トレーニングルーム使用料」が５月２日（火）から右表の

とおり変更になります。４月30日までに購入したトレーニングルーム回数券

については、５月２日以降も利用できます。※５月１日（月）は休館日です。

【問い合わせ】健康増進センター☎ 0187-62-9301まで
中仙保健センター☎ 0187-56-7211まで

１回券 300円

６回券 1,500円

１回券 400円

６回券 2,000円

トレーニングルーム使用料

市内に
住所がある方

市外に
住所がある方

市内、市外については免許証、健康保険証
等で住所確認を行います。

【１月から３月までの油流出事故発生件数】

平成17年 平成18年
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思い出のメロディ募集
ドンパン祭りの花火ショー

　ドンパン祭りで、好きな歌と一

緒に花火を打ち上げませんか。

　思い出のエピソードやメッセー

ジを添えてお申し込みください。

◆採用作品数／10作品（応募多数

の場合は選考します）

◆申し込み方法／①住所・氏名・

電話番号②曲名・アーティスト名

③100 字程度のメッセージを記

入し、はがき、ファックス、メー

ルで中仙観光協会まで

住所／〒014-0203 大仙市北長野字

茶畑108、ファックス／0187-56-

4683、メール／n_donpan@hana.or.jp

◆申込受付期限／５月31日（水）

【問い合わせ・申し込み】

中仙観光協会

（ドンパンまつり実行委員会）

☎ 0187-56-2337まで

あなたの技術を開発途上国で
国際協力機構ボランティア

　国際協力機構では青年海外協力

隊・シニア海外ボランティアを募

集しています。詳しくはJICAホー

ムページ（http://www.jica.go.jp）また

はお問い合わせください。

◆応募資格／【青年海外協力隊】

20歳から39歳（平成18年５月10

日現在）で、日本国籍を持つ方【シ

ニアボランティア】40歳から69

歳（平成18年11月10日現在）で、

日本国籍を持つ方

◆申込受付期限／５月10日（水）

【問い合わせ】

秋田県国際交流協会内 菊地さん

☎ 018-864-1181まで

家族や友だちと映画鑑賞
コスモス映画っこ上映会

　毎月第４日曜日に、無料の映画

上映会を行っています。みなさん

ぜひお越しください。

◆日時／４月23日（日）午後１時～

◆会場／道の駅なかせん情報セ

ンター

◆上映映画／①風の谷のナウシ

カ（13:00～）②スイングガールズ

（15:15～）③レインマン（18:00～）

【問い合わせ】

コスモス映画っこ実行委員会

（中仙観光協会内）

0187-56-2337まで

日ごろの研究成果を発表
作業療法士学会一般公開

　秋田県作業療法士学会の研究

成果を発表します。

◆日時／４月23日（日）午前８時

50分～正午

◆会場／秋田拠点センターアル

ヴェ２階

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田県作業療法士会

☎ 018-884-6534まで

チケット好評発売中
ベンチャーズジャパンツアー

　結成から47周年を迎えた往年

のエレキバンド「ベンチャーズ」。

大好評の来日公演を大仙市で行

います。一度は耳にしたことのあ

るテケテケサウンドを生で体感

してみませんか。

◆日時／７月26日（水）午後６時

30分開演

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／5,500円（一部指定席）

【問い合わせ・チケット販売】

MIN-ON仙台

☎ 022-222-1371まで

さくらと花火が咲き誇る
余目さくら花火鑑賞会

　さくら

満開の余

目公園で、

夜桜とと

もに花火

を楽しみ

ませんか。

出店もあ

ります。

◆期日／

４月29日（土）

※荒天の場合は順延します。

◆時間／【観桜会】正午～

【花火鑑賞会】午後７時～

◆会場／余目公園（内小友）

【問い合わせ】

内小友公民館

☎ 0187-68-2033まで

秋田県出身者のための奨学金
育英奨学生・すこやか奨学生

　秋田県育英会が行っている無利

息の奨学生制度です。秋田育英奨

学生とすこやか奨学生の併願はで

きません。詳しい内容・貸与金額に

ついてはお問い合わせください。

◆応募資格／秋田県育英会の学生

寮に入寮していない方で【秋田育

英奨学生】県出身で今年から大

学・短大に入学した方【すこやか

奨学生】３人以上兄弟姉妹がいる

県出身者で、今年から大学・短大

に入学した方

◆申し込み先／秋田県育英会

住所／〒010-0951 秋田市山王

４ -１ -２秋田地方総合庁６階

◆申込受付期限／【秋田育英奨学

生】４月26日（水）【すこやか奨学

生】５月12日（金）※当日まで必着。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県育英会

☎ 018-860-3552まで

ドンパンまつりのフィナーレで花火を打
ち上げます。写真はロックドンパン。

夜空の下に咲く桜と花火。

情報交差点情
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▼
降
り
積
も
っ
た
雪
が
消
え
、
新
緑
の
春
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
市
役
所
も
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
同
時

に
人
事
異
動
が
発
令
。
広
報
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
１
人

増
員
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
（
し
）、（
朋
）
そ
し
て

新
し
く
私
（
三
）
の
３
人
で
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
広
報
担
当
に
な
っ

て
一
番
楽
し
み
な
の
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
合
併
前
、
私
は
「
広
報
お
お
ま
が

り
」
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
、
な
か
な
か
誌
面
に
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
や

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
、
身
近
で
あ
っ
た

出
来
事
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
担
当
一

同
、
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
▼
最
後
に
、
私

事
で
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
春
で
息
子

が
１
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
大
仙
市
も
３
月
22
日
で
１

周
年
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
ど
の
よ
う

な
歴
史
を
た
ど
る
の
で
し
ょ
う
か
。
広
報
担
当
と
し

て
、
親
と
し
て
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
立
ち
会
え
る

こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。（
三
）

春
爛
漫
、
さ
く
ら
の
季
節
。

中
仙
地
域
で
「
八
乙
女
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

八
乙
女
公
園
に
咲
く
２
０
０
０
本
の
さ
く
ら
、
道
の
駅
で
の

踊
り
パ
レ
ー
ド
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Yaotome Sakura Matsuri

「さくらまつり」にお越しください。

　人　口　95,155 人（－300）

　　　男　45,180 人（－134）

　　　女　49,975 人（－166）

　世帯数　30,391世帯（－ 39）

（３/31現在）

【問い合わせ】大仙市中仙観光協会☎ 0187-56-2337まで
中仙総合支所地域振興課☎ 0187-56-2112まで

　さくらまつり期間中は、夜間、八乙女公園に明かりを灯します。昼の桜

の鮮やかさ、明かりに照らされた夜桜の美しさをぜひお楽しみください。

　期間中は、お花見のほか、各種イベントも行います。

■各種イベント
日　時 会　場イベント名

こめこめプラザまつり ４月29日(土)・30日(日) 道の駅なかせん

さくらまつり踊りパレード ４月30日(日) 道の駅なかせん

この季節、2,000本のさくらが
咲き誇る八乙女公園。




